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　　　　　　 第 1 章 　緒 　　　鑰

　 お よそ Ca と Mg は生物学上最 も重要 な電解

物 質に属する。齣ち，Ca は血 液凝罔，神経，筋

肉の 刺戟感受性正常維持 ， ア ル カ リ貯蔵，無 機物

質 ilSfaj是正 ，酵 素作用等 に ，
　 Mg は融経 ，筋肉 の

興奮性 の調節，K との 拮抗，糖分 解，酵素作 用等

に 関係 し生休簿 成上 興味ある元素 で ある 。 斯 か る

重 要な之等 電解質 も従来 の 測定法
1）
’2＞ ：） に依 つ

て は種 々 欠 陷が あ り， 就 中生体機構 に 重要な役 割

をな して い る Ca イ オ ン ，　 Mg イ オ ン に つ い て

は， 透 析膜 を用 い る Toksoy ＆ Eser 法
4） よ

り方法 が な く， しか もこ の 方法 は透析膜の種類 ，

透 析温嵐 水の p 建 等 の 種 々 の 条件 に よ り数値

に 差違 を生 じ殆 ど測定 は不 可能で あ つ た。

　 1951 年 柳沢 は Ca 及び Mg に 就 い て 従来 の

間接定量 法 を改 め，直接比 色に よる新 し い 測定法

を報告 し て い る
o）ti） ：

t

）s）。こ の 方法 は 血 清総 Ca
，

Mg 並 び に 』生L溝透 析性 Ca ぐ広義 の Ca イ オ ン ），

透析性 Mg （広 義 の Mg イ ォ ン ）の 測定 も可 能

で ある と述 べ て い る。私 は こ の方法 を追試 し，明

か に他法 よ り優れ て い る点 を認 め，柳 沢法 を用 い

産婦入科 領域 に於ける並エ濤透析性 Ca ，　 Mg の 聞

題 を研 究 して 来 た が
9） 1の 11）

， 今 回 は 婦人 の 性 周

期 に 関聯 し Ca，　 Mg 代 謝が如何 に変動す る もの

な るか を研 究 し新 たな知 見を得た の で 此 処に報告

する。

　　　　　　 第 2 章 　瀏　定　法

　本研究 の 血清 ， 唾液 ， 尿等の定量に 於 い て
，
．Ca

及 び Mg ，：並び に 透析性 Ca 及 び Mg 量は柳 沢
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法 ，無 機燐量は Fiske ＆ SnbbaR ・ w 法
12）

， 血

清蛋 白量 は Buireu法
工3＞，に よ り，　 Leitz光電比

色 計 で 測定 し た が，こ S で は柳沢法 に つ い て の み

簡単 に述 べ る。

　亙　カ ル シ ウ厶 の 定 量法

　：．　 鑞 Ca の 定 塁法

　 1） 試　薬

　 a ） 0．OOO25　mol ．　ク ロ
ー一ル フ ェノ ール ア ゾ ジ オ

　　　キ シ ナ フ タ リ ン ジ ス ル ホ ン 酸 ソ ーダ溶液 （弱酸

　　　性）

　b） 2 規 矩苛性 ソーダ溶液

　c ） Ca の 標準溶液 （1　cc 串 に 旗i酸 カ ル シ ウ ム 20　r

　　　を含有）

　2）　検量線 の 1乍成

　Ca 標準溶液 の  ，　 O諜，0．2， 0．4、 0．5　 cc を試験管

に 採 り，こ れ に 蒸 溜 水 を加 え て 各 々 全量   。5cc とす る。

各液 は O
，
2，4，6，8，10 γ の Cm 量 を 含む。こ の 各

言弌験徭妻｝こ 試薬　（a ）2cc 　を力liえ ，　更 ；こ試薬　（b）　2．5cc

ず つ 加 え，こ れ らを 5cc の 吸收管 に 移 し，零濃度 の も

の を盲検液と して 痩用 し， こ れ を メ ータ 鬥30％ に 合せ

640m μ の フ n ル タ f一を用い て （Leitz 光 電比 色計で ：よ

620m μ の フ ィ ル タ
ーが な い の で 之 を 用い た ）3 分後

各液の 透過率 を測定す る。 こ の 場 合片対数紙 を 用 い る

と検 量線 は Ca　127 ま で は直線で あ る。

　3）実　　 施

　溝淨 な 試験管 に 蒸溜 水 0。4CC を 採 り，慙鮮 な 血 清

O．1cc （唾液 も 0．lcc で よい が ， 尿 の 場合 は Ca 量 が

非常 に 多 い こ とが あ るの で   ．05cc； を 綵 る） を 正確に

ピ ペ ッ トで 採 り，上 記 蒸溜水 に 加 え 2，3 回 ピ ペ
ッ トの

内賠 を こ の 溶液 で 洗 う。盲検 液 と して は 蒸溜 水 O．5cc

を 試験管 に と る。こ れ らに 試薬 （a ）2cc と試薬 （b）

∴ 5cc を加 え p 前記 の 如 く 6・IC　mtj の フ ィ ル タ P‘eを使

用 し盲検液を3  ％ に 合せ 3 分後透 過率を測定つ る。

　 4）計　　 算

　上 述 の 検量線を 用い Ca の 値 が 直ち に 求 め られ  

　2 ．叢釁析 姓 Ca の 寇 鑿宏

　 1） 試　薬

　　a ），b）は 総 Ca 定量 の 揚合 と同様で ，そ の 他 に C）

　　　4 ％ 蓚 酸 ア ン モ 三 ウ ム 溶 液 が 必要で あ る。

　 2） 実　施

　総 Ca の 定量法に於け る蒸溜水 0．4cc の か わ り に 4

％蓚酸ア y モ ニ ウ ム 溶液 0淫 cc を 用 い れ ば よ い。試験

管 に 4 ％ 蓚酸 ア ン モ ニ ウ ム 溶液 0．4cc を 採 り被検液

（血 清 ・唾 液・尿） O議 cc を 加 え る。直 ち に 指先 で 試験管

の 底 を数 回 強 くた ／s き ， 泡1、オつ ま で 混和す る （室 za20・V

25°C）。

　正 確 に 3 分後試薬 （a ）を 2cc 加 貞．更 に 試薬 （b）を

2．5cc 加 え （ 正 確 に 3 分 後，wa　Ca の 定量の 場合 と同様

に 640m μ の フ d ル タ t．4を 便用 し， 盲検液 を メ ータ瞬の ．

30 ％ に 合せ ，透遏率を 測定す る （こ の 場合の 責検液は

総Ca の 定量 と 同 じ で も よ い が，多少蓚酸 の 影響が あ る

の で 4 ％ 蓚酸ア ン モ ニ ゥ ム 溶液 O．4cc と蒸溜水O．1cc

こ れ に 試薬 （a）2cc，試薬 （b）2 ．5cc を 加えた もの ．

を 用 い た方 が よ い ）。こ の 値 ぽ 血 清中の 結合型 の Ca 量で

あ る。

　 3） 計　算

　検 星線 よ り ヒ述 の 結合型 Ca 量 を求 め ，総 Ca 量櫨

よ り之 を 引けば 透析性 Ca 量 と な る。

　 II　マ グ＊シ ウ厶 の 定量法

　　1、 総 Mg の 定量 法

　　 1） 試　薬

　　a ） Ca 定量の 場合と同樣で ある 。

　　b ）　0．2 規定苛性 ソーダ溶液

　　 C ）　10 規定苛性 ソー一ダ溶液

　　 d） 標準溶液

　　　Ca の 標準 溶 液 ； （Ca 定量 の 揚合 と同 じ）

　　　Mg の 標準 溶液 ： （1　CC 中 に 硫駿マ グ ネ シ ウ 画

　　　ユ0 γ を含む）

　2）　検量線 の 1乍成

　Ca の 標準 溶 液  ，0．1，
0．2，0．3，0．4p　O．5cc を 試

験管 に 採 り各管 に 蒸溜水 を加 え全 量 5cc とす る。こ れ

に試薬 Ca）2cc 及 び試薬 （b）2，5cc を加え ，
640　mts

を 用い 零濃 度 の もの を 盲検液 と し光 竃比 色計 の メ ータ・・r

30 ％ に 合 わ せ ，正確 に 3 分後透過率を測定す る　（Ca

〔O．2 規定苛性 ソ
ー

ダ溶液〕 検量線）。測定後各管 に 更 に

試薬 （c）を   ．5cc ず つ 加 え て 混和 し， し ば ら く 放 置

の 後 同檬 に 測定す る （Ca 〔10 規定苛性 ソ
ーダ溶液〕 検

量線）。M9 の 場合 も標準溶液 を 上 述 と同 樣 に 測定 し検

量線 を作成す る。Mg 〔10規定背性 ソ卩ダ 溶液〕 検 賢纏

は Mg の 量 に よ る変化 は 認 め られ ず，透過率1よ盲検液

と 同 じ で あ る。

　3） 実　施

　清淨 憾 試験管 に 蒸溜 水 o．4cc を撮 り・こ れ に 叛 鮮

な 血清 O．lcc （唾疲 0．1cc ，尿 は 黶 g 量 の 非常 に 多い

場合   ．O… cc ） を 加 え，ピ ペ ッ ト の 内壁を こ の 溶液で
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2〜3 回洗 う。 これ に 試薬 （a ）2cc を加 え， よ く混和

して しば ら く放置 して か ら， 試薬 （b） 2．5cc を加 え

る．盲検液 に は蒸溜水 O．5cc に試薬 （a ）2cc
・ 試薬

（b）2．5cc を用 い る。試薬 （b）を加 え て か ら正 確 に 3

分後 640m μ の フ ィ ル タ冖を 便用 し 盲検液 を メ ーター

30％ に 合せ 透過率 を測定す る。こ の 読み は Ca と Mg

の 合計 され た恒で あ る。測定後各溶液 に 試薬 （c ）を 加

え よ く混和 し 10 分後同様に 逶過率 を 測 定 す る e こ の 読

み は Mg が Mg （OH ）2 と な り変色 し な い の で Ca の

み の 値 で あ る。

　 4） 計　算

　 Ca 〔10 規定苛性 ソ ーダ溶液〕 検量線 か ら，試薬 （の

を加 え た 測 定値 に よ り Ca の 7 量 を求め る e こ の r 量

を Ca 〔  ．2 規定苛性 ソ ーダ溶液 〕 検量線 の 上 に 採り，

更 に こ れ よ り Mg 〔10 規 定 苛 性 ソ ーダ溶 液 〕 検 量線 に

卆行 し て 横線を引 き ， こ れ が 零濃度 と 交 る 所 か ら Mg

〔O．2 規定苛性 ソ ーダ溶液〕検量線 と一丁一行線 を 引 く。
こ

の 線 上 に試薬 （b ）を 加 え た後の 目盛 りを読 め ば Mg の

r 量 と な る。

　 2．透析性 皿 g の 定豊法

　 1） 試　薬

　 総 Mg の 定量法 と同 じ。

　 2） 実　施

　 上 述 の 方法 を 応用 して 透析件 Mg の定量 が 出来 る 。

ただ試薬を入 れ る順をか え るだ け で あ る。0．2 規定苛性

ソ
ーダ溶液 0．4cc を 試験管に 探 り， こ れ に 血 清 （唾液

・

尿 も同 じ ）O．1cc を加 え る。試 験管 の 底 を 指 先で 強 く

た S き泡 立 つ ま で混和す る （20〜25°C）。 正確 に 3 分後

試薬 （a）2cc を 加 え混和 し，こ れ に 蒸溜 水 O．4　ec と

試薬 （b）2．1cc を加 え ， 正 確 に 3 分後 Mg の 定量

に 用い た盲検液を使 用 し て 透過率 を 測定す る。こ の 値 ぽ

血 清結合型 Mg の 臆 と総 Ca の 値 の 和 で あ る。

　 3） 計 算

　 抑、清 Mg 定量 の 標準グ ラ 7 を用 い ， 上 述 の Mg の

求 め 方 で 結 合型 Mg 量 が 求 め られ る。総 Mg 暈 よ り

こ の 値 を引 い た もの が 透析性 Mg で あ る。

　　　　第 諺 章　性周期に於ける血清中の

　　　　　　　 C 呂
，
Mg 量に つ い て

　 亙 移　謠

　 輝 u 婦人の性周期は ， 脳 下垂体前葉を 中心 と し，

卵巣 の 内分泌 ｝C 基 くもの と し て も， 生 体 も亦 一一・種

の 波動現象 を呈す る．事 は ， 種 々 の 生物学的現 象 か

新　井 1415−− 49

ら証明され て お ゆ， 之 を 月経周波 （Menstrua −

tions　Welle） と蓉 う。 斯 くの 如 き周 期性変化 ｝c

際 し て成熟嬉入 1紅溝 中の Ca ，　 Mg 量が如何 な る

変動を 呈 する か は興 味あ る問題 で
， 先に

9） 私 は こ

の 問題 の解明 を試 みた の で これに つ い て は簡単 に

諡明す る。

　 H 　実験 条件

　正常 月経周期婦人 12 名 ， 対
．
照 と し て 去 勢婦人

1 名 ， 稀発 月経 婦人 1 名に つ い て
， 基礎体温 を

測 定 し乍 ら，1　ヵ 月余 ， 隔 日朝食前 5cc 採 血 し，

そ の 血 清の 総 Ca ， 透析性 Ca ， 総 Mg ， 透析性

M9 ，無機燐 ，弖量白量をづ｝析 し た。

　 III 実験結果

　正常月経周 期帰入 で は第 1 図 よ り第 5 図に 示

す如 く ， 血 清総 Ca 量 は 血 清蛋 白量 と ほぼ相 関を

示 して い る。こ の こ と は血 清総 Ca と蛋 自量 よ り

透析性 Ca を 理 論的 に 計 算する McLean 　 Has −

tings14） 法 と…致 し て い る。透析性 Ca 量 は月経

前及び 月経開始 に は 低下 し ， 月経経了に は著 し く

塘加 を示 す．叉 排卵 日 頃に著 明な透析性 Ca の 上

昇が認 め られ る。無 機燐量 は
一般 に 透析性 Ca 量

と迸相関を保 ち ，

　〔Ca
＋ ＋〕

3
× 〔PO4

一一一
〕

： ＝・K 〔Ca3 （PO ，）2〕 な る

質量作用 の 法 則 とよ く 一・．致 して い る 。
』iL溝 Mg

量及 び透 析性 Mg 量は，ほぼ無機燐 と相 関で ある

が，しか し月経前 の 櫓加 ， 月経後 の 低下等 よ り多

少差 違は認 め られ る。

　 次 に 1 ヵ 月闘測定甼均値を見る と第 1 表 に 示
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す如 く排卵 日 の 血 清総 Ca，透析性 Ca 量は最高

値 とし ， 月経 前 日 ， 第 1 日を最低 値 と して ， 月経

終了 日 に 再 び 上昇 を認 め 周期 性を持 つ た 波動現 象

を呈する。而 も無 機燐 ， 総 Mg ， 透 析性 Mg は

透析性 Ca 量 と 明 らか に 逆 椙関で あ る。然 る に 宏

勢後 7 年 を経 た婦入 1 ヵ 月間 の 」血清分析結果は

第 6 図に示 す如 く，各威分 の 変動 があ ま り顕著 で

な く，叉 17 オ 稀発月経未成熟婦人 に就 い て は第

7 図 に 示 す如 く，
Ca 及び Mg 量の 変動 は認 め

られ るが ，正 常月経周期婦人 の 如 き周期性変化が

認め られ な い 点は ， 両者椙対比 し て 誠に 興味深 い

もの が あ る 。

！312

〃

第 6 図　 去 勢 婦 人 」血清 分 析 結 果
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　IV　考 　鞍

　月経 中問 の 血溝透析性 Ca の 著明 な繪加 は ， 12

例 中 12口 前 3 例 ， 13日 前 2 例 ， 14 口 前 4例

15 日前 3 例 と ， 次 回月経 前 12 日 よ り 15 日 の

闘に 之 を認 め た。著者が こ の 血清透析性 Ca の 著

明 に 上 昇す る 日 を排卵 日 と推定す る根拠 に つ い て

は ， まず第 1 に 排 卵 日 は家 回 月経開始前 12〜15

目 の間 に行 われ る と云 う荻野諡 に
一致す る こ とで

ある u

　第 2 に は基礎体温 と の 関係で ある。基礎体温学

読 の 説 明 で は ， 排卵 は低温椙 か ら高温相 に移 る上

昇期乃至 は上昇期直前 の 体温 陷落期 （Tempera −

ture 　drop ）に 行われ る と して い る 。

　　 第 8 図　基礎体温 と 逶析性 Ca との 関 係

3　　　6 　　　9　　　！2　　’5
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第 7 図 　稀発 月経 婦 入 血 清分析結 果
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　 柳沢等
15） も同一・

人 に 於 い て 早期体温 低 下 の と

きは血 清透析性 Ca は壌 加 し ， 午 後体温の 上 昇叉

は疲労 の と きは血 清透 析性 Ca の 低下を認 め て い

る。第 8 図，第 9 図は 血 清透析性 Ca と そ の 採

血．の際 の 基 礎体温 と の 関係 を図示 し た もの で ある

が，纖 らか に 両 者は逆 楕 関 で あ 1），第 8 図に 於て

は 」血清透析性 Ca の lllと ， 体温陷落期 と の ．．一一
致 を

認 め て い る。

　 第 3 に並し清透析性 Ca 及び Mg とホ ル モ ン と

の 関係 で ある。柳沢等
16）

は卵胞 ホ ル モ ン 及び黄

体 ホ ル モ ン を雌家兎に 注射する とPtLre透 析性 Ca

の 低下 ， 逶析性 Mg の 上 昇 を認 め て い る。　 Frank

＆ Goldberger，　 Siebhe，　Loewe ，
　Fe 旦s

，
　 Smi −

thlt｝） 馨が エ虹液 中 の 卵 胞 ホ ル モ ン は月経数 日前 に

最 高に な る こ と を認 め
， 排卵 日 に は こ れ の 尿 中排

泄 量 が最穴 で ある と報告 して い る。叉 赤谷 ， 伊藤
］7） は 正 常性周期婦入 の 血 中 エ ス ト 卩 ゲ ン の 滄長

を観槃 し， 月経後 2HN ，排 卵直後 ， 及 び黄体形

威期に 各 エ ス トロ ゲ γ の 増量を 報告 し て い る。

こ れ と柳沢等 の 研 究 と を比 較検討 する と，こ の 時

期が血 清逶 過性 Ca の低下 ， 透析性 Mg の 塘 加

の ときで ある e 即 ち排卵日 は エ ス ト ロ ゲ ン が 觝 下

し， た め に 血 清透析性 Ca が膾加す る と考え られ

る 。

　 叉 最近 中野
18）

は正常性 周期を有する媒入 の 血液

凝固時 間を幅 田・早瀬法を用 い て 検索 し，排卵期前

後 に 於い て 最短 縮 し， 月経前叉 は月経初 期 に 最延

長 し， 月経 tPJ4は絡 了 と共 に急激に短縮す る と報

じて い る。勿論血 液凝固 の 因子 は Ca だ け の 問題

で は ない が ， 柳沢等が血 清透析 性 Ca の 減少 が 血

液凝固 を遲延 させ る こ と を実験的 シ（ 観察 して い る

等の 点 よ 1），こ の 中野の 報告 は，著者の 血 清透析性

Ca の 測定結果 と一致 し て 興味深 い もの で ある。

　 V 　結 　鑢

　 1・　 性 周期 正 常 の 婦人 」．2 名 の 血清 ノ総 Ca，総

M ［9，透 析
：’
匪 Ca

，　透 析唖生　Mg ，　無機燐 ，　蛋 白量

を測定 し た る に 血L清総 Ca と亅血清蛋 白量 と は相関

を な し，透析性 Ca と無機燐は逆絹 関で あ る．

　2．　 月経前 12〜15 目 に 血 清透析 陸 Ca の 著朋

な上 昇 ， 廐 清無機燐 の 低下が あ る。 こ れ は排 卵口

と思 われ る。

　3．　 月経前 に は1fiL清総 Mg ，透析性 Mg が 上

昇 し，月経直後に は1虹清透析性 Ca の 上 昇 と 血 清

総Mg ，及び透 析性 Mg の 低下 が 見 られ る 。

　　　第 4一章 　性 周期 に於 け る血溝 ， 唾液 ，

　　　　　　　 尿中1こ於 ける Cm
，

飆 9 量及

　　 　　 　　　 び 鬱翌 に つ い て

　 1 序　論

　 唾液の 総 Ca 量に つ い て は，1908 年 R6se 　
l9 ）

が 過 マ ン ガ ン 酸 カ リ蓚酸 法 を用 い て 測定 を行 っ て

以来 ，
Kramer ・丁三sda 互1 法 ，

　 Clark 　Collip法 ，

陷光比 色法 ， Sobel 法 を用 い て 諸家 の 報告 が あ

る。然 し従 来 の 測定法 の 欠陷か ら，そ の 測定値は

ま ち まち で あ り， 叉 性周期 と の 関聯を述 べ た 論文

は未だ 見な い 。尿 に於 い て も同様 ， 従来 よ り尿 中

の Ca 及 び Mg 量 に っ い て の 報 告は多数あ るが，

性 周期 に於け る尿 中の Ca，　Mg 量 ， 特に 血 清 Ca
Mg 量 と の 翼係 を 検索 し た 報 欝 に は接 しない 。そ

れ 故著者は性 燭期 に於ける血清，唾 液 ， 尿 中 の Ca，

M 墓 量 の 問題 を解明 すべ く木研究 に着手 した 。

　 H 　霙験条 俘

　墓礎体温 を測定 し つ s
， 隔 日 に 1 遯 3 回 1 ヵ

月間早朝起床時 に ， 血 液，唾液，尿 を同 時 に綵取

し た 。唾 液 の 採取は 3 度蒸溜水 100cc に て a

内清淨，3 分 後 に 試験 管内に 1　cc の 唾液を採取 し

遽心 沈澱 の 後測 定を行つ た 。尿 の 探 取は清淨乾燥

せ る コ ッ プ に 起 床時尿 ］ 回 の み採 取 し た 。徇 pH
の 測 定 に は水 素イ オ ン 濃度試験紙 を使 用 した、

　 H 亘　奠験結果

　 1　凱往，月経歴

　　ユ）・飯 ○ キ 033 才 ）1経初潮 16 才 7 凡 28

日型 正 調，持続 3〜 4 日，量中等，月経障碍 は な い 。24

才 11 月 結婚，26 才 満 期 安産 を 経験す。27 才夫 に 死

別 現 在 に 至 る 。 著患を識 らず。

　　2）幽 古○ 喜 ○ 子 30 才 月経初潮 15 才 8几 3CI

日型 正 調，持続 3 日 問，量 中等，月 経 障碍 は な い ． 29

才 1Q月 宗占婚，現在 ま で 著患，分娩の 経験は ない 。

　 3）． 茂○ 豊 026 オ 　月経初潮 15 才 4 月 ， 28

日型正調 ， 持続 5〜7 口，量中等，月 経障碍 は な い 。未

婚。著患 を経 験 せ ず．
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　4） 紀○惠018 才 　月経初潮 17 才 10 月 ， 月経

周 期 は 不 順 で
一

定 しな い が ， 大体 50〜60 日型 の こ とが

多 い 。持続 3 日，最 少 量 。月 経 障碍 と し て 月経 第 1 日

に 強い 腹痛 が あ る こ とが 多い 。

　 2． 唾 液及 び尿 の 測定値中最高，最低値

　各人 の 測 定値は第 2 表よ り第 5 表 IC示 す如 くで

あ る。

　唾液総 Ca 量 の 最高値は第 5 表 第 3 日 の 9．1
’
mgfd1 で あ り， 最 低値は第 2 表 第 5 日 の 2．　3

皿 9〆dl で ある。唾 液透析性 Ca の 最高値は 第 5

表第 33 口 の 6．2mg ！d1で あ り，最低値 は 第 5

表第 1 日 1．0 血 g！dl で あ る。

　尿 総 Ca の 最高値 は 第 4 表 第 12 日 36．　O

mg 〆d1で あ tJ，最低値は第 4 表 第 33 日2．　Omg ！dl

で ある。透析性 Ca の 最高値 は 第 2 表 第 26

日 31．　2mgfdl で ，最低値は 第 3 表第 3 日 0．2

  1d1で あ る。総 Mg の 最高値 は第 4 表第 24

日 15・2 皿 9〆d1 で あ り， 最低値 は 0 で ある。透

析性 M［g 　の 最高値 は第 3 表 第 24 日 の 6．O

mg ／dl で 最低値 は 0で ある。

　 3．性周期 に於 ける血清 Ca 量 と唾液 Ca 量 ，

pH との 関係

　唾液の 総 Ca ， 透 析性 Ca と∬五清透析性 Ca ， 唾

液 pH 値 の 変化 を基礎体温 図と比 較す る と第 10

図 よ り第 13 図の 如 くな る。 こ の 場合全例に於 い

て 唾 液総 Ca 量 と透析性 Ca 量 と は 平 行 し て 塘 減

を認 め ， 」血清透析性 Ca とも第 13図の 他 はほ s
’
相

関 で あ る。唾 液 の pH と 唾液透析性 Ca 量 と の 関

係 は ， 第 11 図に就 い て 言えぱ ， 第 1 日 よ り第 8

日 ， 第 15 日 よ り 29 日 の 如 く， 唾液 の 　pH が

比 較的 中性 に 近 い 処 の 変動 で は ， pH と総 Ca 量 ，

透析性 Ca 量 と は相 関を示 すが ， 第 12 口 ， 第 33

日 の 如 く唾液 pH が強 く酸 性 に 傾 く と総 Ca 量

亀亦著明に聡加す る 。
こ の こ と は第 10 図 ， 第 12

図 の 揚合 で も同樣 で ある。第 13 図 の 場 合に は唾

液 の pH が 前 3 者よ り酸性度が 強 く （前 3 者

の 1 ヵ 月 関唾液 pH 　
2
ド均 6．8 に 対 し第 13 図

例 は甼 均 6．1）， こ の 際 に は全 体的 に 唾 液 pH と

唾液総 Ca 量及 び 透析性 Ca 量 と の 関係 は 逆 椙

関 を示 す 。
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こ の こ と は，唾液 の 酸性度が弧 い 場合歯牙 の Ca

が 唾 液中 に溶解す るの で は なか ろ うか。薯者は こ

．の 解明 の た め に基礎実験 を行 つ た。Ellち家兎の 門

歯 ヱ個を pH の 異な る溶液 10　cc に 入 れ，時

閹的 に そ の 溶液中 の Ca 量を測定 した 。

　そ の 結果 は第 6 表に 示 す如 くで ，　pH 　6．　8，7．　2，

8沿 の 溶液 で は 30 分 ，60分 後に も溶液 中の Ca 量

は測 定串来 な い が ， pH 　4．0
，

5．0，6・0，の 溶液で

は 30 分後に そ の 溶液 C．5cc 判 （ 10．α帖 6．O γ，

O．6 γ，6G 分後に は 24、8 γ，1LO γ， 12．C γ と，

酸性 度 の 弧 い 溶液程歯牙 よ り溶液 中 に 溶解す る

Ca 量 は著明 な 塘勲 を認 め，⊥0 時間後tcも 同様

の 傾 向を認 め る。 こ の こ と か ら本実験に 於 い て 唾

液 pH 力甥 ．2 乃至 5．6 の 変動 を と る 場合 に は

歯牙 よ り Ca が 唾 液中に溶解す る もの と考え られ

第 10 図 よ 診第 12 図 の 唾 液 p琵 の 低下時 に 唾

；夜中 の Ca 量 の 壗 加，第 ユ3 麟 の 唾 液 pll と唾

液総 Ca ， 透 析性 Ca 暈：び）逆租関　（伺 こ の 際は

∫血性 透 析性 Ca と唾液透析性 Ca とも 逆椙関 し

て い る）を設明 し得 る と思 う。

　4． 性周 期 に於ける血清及 び尿 の Ca
，
　 M 釁 と

の 関係

　血 清 と尿 の 総 Ca ， 透析性 Ca
， 総 Mg

， 逶 析

性 Mg の 変
．
動を ， 上述 の 測 定値 よ 吟採 ゆ，　 pa　IC

示 せ ば第 14 図 よ り第 17 図 の 如 くな る。

　尿 中 の 総 Ca と透析性 Ca と は 罕 行 し て 塗減

し ， 総 Mg と 透析性 と の 聞 も同樣な傾 向が 見 ら

れ る が
， 透 析性 Mg は総 Mg の 動き の 割 に変勳

が 鈍 り，又尿 中 の 総 Ca ，透析性 Ca と総 Mg 透

析性 Mg と は大体 逆相 関を 示 す こ と が多い
。 尿

中 の 総 Ca 量 ， 透 析性 Ca 量が， 月経第 1．鳥

月経絡 ∫日 に 示 す 状態 に は 2 つ の 型 が あ り， 第

14 図，第 16 図 の 如 く 月経第 1 日 に尿中の Ca

量 が非常 な檜加 を示 し ， 月経絡了 R に それ らが減

少 す る 型 （血 清 の Ca 量 と は 逆） と，第 15 図，第

17 図 の 如 く月経第 1N に 比 し ， 月経 経 了 日 に 尿

中 の Ca 景 の 上 昇を 示 す型 Q血渚 の Ca 量 と同

じ）が あ り，排卵 臼 に麓 い て も第 14 図，第 焉 図、

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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第 14 図　正 常月経 周期婦 人 1 ヵ 月閙 の 尿
　 　　　 の 血 涛分 析結果
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第 15 図 　正 常 月 経 周期婦人 1 ヵ 月聞 の 尿 ，

　　　　 血 清分 析結果
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第 17図で は 尿 中 Ca 量減少 ほ寺に血 清中 の Ca 量

の 塘加 を示 すが ， 第 16図 で は尿 中 の Ca 量 の 壇

加 とIlmma中の Ca 量 の 檜加を同時 に見 て い る、

　尿 申 の総 Mg ， 透析性 Mg 量 に 就 い て は月経

開始時 少 く， 絡 了 日 に 塘 加 の 傾 向を 示す が （∫血清

Mg とは逆 ）第 17 図で は月経開始時 の 方が高値

で あつ た e

　5．血 清， 唾 液 ， 尿各測定値の 罕均比較
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表 の 如 くで ある。
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　 更 に こ れ等の 罕 均値を採 り図に 示 せ ば，第 18

図 の 如 くで ある。 排 卵 日， 月経 第 1 口 ， 月経絡

了日 に 示す変動 は ， 血 清 と唾液 は同 じ型を示 す。

部ち 排卵 日，月経 絡 了 目 に総 Ca，透析性 Ca の

増 加を認 め，月経 開始時 に は低下 を見 る、尿 の 場

合 は前 2 者 と逆 の 図を示 す。荷血 溝 尿 各 々 の 総

Ca ，透析性 Ca と総 Mg ，逶 析性 Mg と は逆

村 関で あ る 。

　6． 性周期 に於ける唾 液 の pH と尿の pH

　本実験に 於 い て ，性 周期 に 於け る 唾液 pH の

変動は，ほ 野 淀 の 形式 を示 し， 排卵 日 に酸性 に

傾 く （第 10〜13 図 ， 及 び 第 19 図参照）。叉唾

液 の pH と尿 の pH は第 19 図に 示 す如 く逆相

関 を示 した。

　侍 こ の pH 値 に 就 い て は ，
　 pH の 測定が 検体

採 取直後か ら測定 まで の 時 聞的経過に よる変化 を

tt．一
応 考慮す べ きで ある。 こ の 点に 関 し著者は唾 液

及 び尿に っ い て 採取直後 よ り時 間的 に そ の pH の

変動 を追求 した 。 そ の 方法 は 2枚 の 硝子板の 聞 に

水素 イオ ン 濃度試験紙を挿 入，唾 液は 口 腔 内 に て

直接，尿 の 揚合は排 泄中 の 尿 に ， そ の 二 重硲子 を接

し ， 毛細管現象を利 用 し稍子 板 の 間 の 水素イ ォ v

ワ

　 6pH5

142餐一一59

策 19 図　性 周期 に於 け る唾 液 と尿 の pH

鼬 o 落 o

　 　 　 喧 蔽 1

承 1

．h 戸  5 　 　 　 　1

、 」

喋

pH

pn

’　＆　 s　〃　 5　 6 　ワ　 昌　 ， ’d　〃　”ガ　理　tJ 〃ηre ！臼20 〃！3〜4　k −J 噸 乃 調 ノ73ρ」’端 君
　 　 　 　 　 　 　 　 冐　　 激

濃度試験紙 の変色を 見る（こ の 方法 は東京医大生

化学歡室辻氏 の 助言 に よ る もの で
， こ の 色調は 5

分 間位変化 しな い ）。 同時 に試験管内に唾液 ， 尿

を採取 し時 聞を 追 つ て pH を 測定する
。

そ の 結

果 は第 10 表 に 示 す如 く，唾 液は体外 に露出され

る と直 ぐに ア ル カ リ 側 に 推 移 し ，
10 分後か らは

殆 ど変動を 認 め ない 。尿 は体外に排泄直後 よ り酸

性 に 推移 し 5〜10 分 後に は 大 し た 変動が な い 。

そ の 幅は，O．　2・ve ．　4 で あ る e そ れ 故著者は， 実

験を検 体採取 30 分 後 の
一

定時 間に行 っ て い るか

ら探取直後 の変動が多少あつ て も，本実験に は影

響な い もの と思 う。

　 IV　考 　接

　唾i液 の 総 Ca 量に 就 い て 2
， 3 の 数値 を挙げれ

ば ，
Hawkins2 〔1）（1929）は 2〜7　mg ！d1， 田 中

21）

（1931）は4〜6mgldl （以上 Kramer −Tisda11法）
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Br   wn ＆ Kiotztm，） （1937 ）は 4．6m9 ！dl，
　 BrOwn

＆ Wrlght 鋤 （1938）は 5，6〜7．9mg ！dl （以 上

α ark ・Collip法 ）， 小 林
L’‘） （1944）は 109　mg ！dA

（焔 光｝ヒ色法），　望 丿ヨ　
b2s

）　（1952）　1ま 一71s−Xjfili．　5．20

ml9 ！d旦（Sobel 法）等が あるが ， 小林 の 桁遠 い の

報 告 の 外は ， 著者 の 測定値 よ り少な い 。 こ れ は 何

回 も指摘 して い る 如 く， 従来 の 測定法 の 誤差 に よ

る もの で ある、

　最近松村 ， 千葉 ， 石田等 陶 が 子 宮頸管粘液 の

が蓋 を性周 期 を 追 つ て 測 定 し ， 排 卵 日 は 酸 性 に 傾

くこ と を報告 し て い る。 こ の こ と は興味ある こ と

で
， 本実験唾 液 PH に 於で も同様排 卵 日 に 酸性

に 傾 く。皀［亅ち 腺分泌物 で ある 両者 の p冠 が関聯

を 有する 竜の と 解 さ れ る。侮 こ の 4 例中正 常型

月経周期婦人 3 名 の 唾液 pH の 干 均 は 6．8 で

あ り， 不順型月経周期婚入の 唾液 pH の 甼 均は

6。1 で ある。 こ の pH の 差異が ， 月経周期 の 順 ，

不順 ， 言 い 換えれ ば卵巣機能の 正 否 に関係あ るか

は 不 明 で あ る 。

　1虹清及び 振 中の Ca 量 に 就 い て は ， 皖 に 柳沢

等
8）Z7） が 疲労現象 を 逅求 の た め ， 朝 9 時 と夕

方 5 時の 2 回同碍 に採血 ，採尿 して ．比較 して い

るが ， 1血清透析性 Ca は朝高 く夕方低 くな り， 尿

に 於 い て は朝少 く， タ方多 くな る こ と， 部 ち血 溝

並 び に尿の Ca
，
　 Mg 量 は逆相関を示す こ と を述

べ て い るが ， 本実験 の 血 清 ， 尿 の 変動 と照 して 興

味 ある こ と で ある。

　 V 　結 　論

　 1．　 正常型月経周期婦人 3 名，1 名不順型 婦 入

に つ き， 早朝起床隔 口に ユ ヵ 月間血 溝，唾 液，尿

を同峙に 探取 し， 総 Ca
， 透析性 Ca，総 Mg ，

透析性 Mg ，及び pH を測定 した．

　2． 測定数 60 中 の 唾液総 Ca 量 の 最 高値 は

9．】．mg ！dl，　最 f氏 イ直　2．3mgfdl ，　蒲惷雫 均　　5。41

mg ！dl で あ り， 唾 液透 析 性 Ca 量 の 最高値 は

6．2mg ！dl， 最低値は　1．　o　mg ，／dl，総 平均 値 は

3． 5mg ！dl で あ つ た 。尿総 Ca 量に 就 い て は最

高値 36．　0　mg 〆dl， 最低値 2．Omg ！d1，総 卒 均値

15．47mg ！dlp 透 析 性 Ca 量 の 最高値 は 31．2

鵡 鎧d1最低値は 0．　2　！ng 〆d亘
， 総ZF 均値 9．53　mg ！d1

で あ つ た
。

叉 尿総 Mg の 最高値 は 玉5．2m 痔鍖 で

あ り， 最低 値は O，総李均 値 4．　40　mg ／d1で あ 1），

透 析性 Mg の 最高値は 6．Omg ！d1，最低値は 0，

総季均値 1．51mg ！dl で あ つ た。

　3．性周期 に 於ける 唾 液 の 総 Ca
， 透析性 Ca

量 は血 清 の それ と相 関 々 係 を認 め た。

　4．　唾液 の pH と唾液 の 総 Ca 量，透析性 Ca

量 と は，唾 液の pH が 中性 に近 い 場合は 相 関を

示 すが ， 唾 液の pH が酸性 k 傾 くと逆 に 唾液 の 総

Ca 量 ， 透析性 Ca 量 は 著明 に 塘 加 する 。
こ れ は

歯牙 よ り Ca が溶解す るか らで ある。

　 5． 性 周期 に 於け る 尿 中 の 総 Ca，透 析性 Ca

量は 血 清中 の それ と は ，
4 名 の 平均 値に 於 い て 逆

相関を示 し た が ， 個 々 の 例に於 い て は排 卵日 ， 月

経絡了 口 に 尿 中の そ れ等 Ca 量 の 塘加 を見た も

の 亀あ る 。

　6． 尿中 の 総 Ca
， 透 析性 Ca と総 Mg ，透 析

性 Mg 量 と は迸相関で ある。

　7． 成熟婦人 1 ヵ 月間 の 唾 液 pH の 変動 は ほ

ぼ
一

定 の 形式 を示 し，排 卵 日 に 酸性 に傾 く。

　8。 早朝 起床 時 同時 に 採 取 した 唾液 と 尿 と の

pH は逆相 関を示 す。

　本 論交 は第 26 回 日本 生 化 学会総 会 ，第 73 回日本 生

化学関 東部 会，及 び第 27 回 卜1本 生 化学会 総 会 に 発 表 し

た 。擱 筆 す る に 当 り御 指 導 を賜 っ た 柳 澤 文 正 博 士 に 深 甚

の 謝 意 を表 し，本 学佐 k 木計 　助 教 授，新 潟 大 学 割 亅1栄

之 助 　教 授 の 御 援 助 を感 謝 す る 。
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騷蠶1諞 ＿ ＿ 斡
健
保
点

数

五 二

CCCC

十 十

点 点

　 従 来 の 所 鬻 老 化 防 止 剤 は 、血 管 障 害 、或

は 性 機 能 の 衰 退 の 予 防 と 治 療 に テ
ーマ の 重

点 を 竃 い て 塗 り ま し た が 、 今 回 発 売 致 し ま

し た ゼ リ ア 注 は 、 こ れ 等 の 瞳 害 は 勿 論 の こ

と 、 蔓至に 広
’
範 囲 1弓 跚 胞 を 賦 活 し 1 体 液 、血

液 の コ ロ イ ド性 を 調 節 す る コ ン ド ロ イ チ ン

硫 酸 を 主 剤 と し 7it：も の で 、最 も 新 し い 男 女
申 ・老 年 塑 専 門 の 保 健 薬 で あ D ま す

注 32CcxlOA 　 sccxsA ．錠 36GT ．30 丁 ．

【
適
応

症
国

脂 肪 肝 ・肝 硬 変 症 ．・流 行 性 肝 炎 。毒 物

ア ル コ ール 中 毒 。 二 日 酔 ・疲 労 圃 趣 及 び

予 防 ・関 節 炎 ・
神 経 痛 。．腰 糖 ・五 十 庸 等

セ レ ブ リ ン 注 （コ ン ド P イ チ ン硫鏤 乏％ 曲 ）

　 　 　 2cc× 5A 。 10A 。50A
製 造 発 売 元 　科 研 薬販 莞 嫁 式 会 継
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